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AI・IoT技術、計測技術、ロボティクス技術等を融合的に活用し、診断・治療の高度化や、予防・QOL向上に資する医療機器・ヘルスケアに関する研
究開発を行う。

２．医療機器・ヘルスケアプロジェクト 日本医療研究開発機構対象経費
令和3年度予算額109億円
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● 医療分野研究成果展開事業（先端計測分析技術・機器開発プログラム、産学連携医療イノベーション創出プログラム等）：
大学・ベンチャー等のシーズ等の実用化に向けて革新的な医療機器につながる技術・機器・システムを開発

● 医工連携イノベーション推進事業：医療ニーズを踏まえた中小企業・ベンチャー等の医療機器等の開発を支援

● 医療機器開発推進研究事業：
革新的医療機器の創出を目指す質の高い臨床研究、医師主導治験等を支援

● 開発途上国・新興国等における医療技術等実用化研究事業：海外における医療機器等のニーズに基づく研究開発等を支援

● 医療・介護・健康データ利活用基盤高度化事業：8K内視鏡、遠隔医療ネットワークの研究開発を支援

● 次世代医療機器連携拠点整備等事業：医療現場ニーズに基づいた医療機器開発のための企業人材の育成、人材育成拠点の整備・連携

● 医工連携イノベーション推進事業（再掲） ：開発初期段階から事業化に至るまで伴走コンサル等による切れ目ないワンストップ支援

● 医療機器等における先進的研究開発・開発体制強靱化事業（再掲） ：医療機器開発ガイドラインを策定

● 官民による若手研究者発掘支援事業：医療機器分野で大学等の有望シーズ研究を発掘し、若手研究者を育成

予算額17億円

予算額12億円

予算額3億円

予算額21億円

予算額2億円

予算額21億円

予算額44億円

予算額4億円

● 革新的がん医療実用化研究事業：
がんの早期発見、層別化および低侵襲治療のための医療機器開発等 予算額2億円

● 難治性疾患実用化研究事業： 難病の診断・治療のための医療機器の開発

予算額1億円

予算額3億円

対象疾患毎の
機器開発

基礎研究 臨床研究・治験 実用化非臨床応用研究

■文科省、■厚労省、■経産省、■総務省
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● 医療機器等における先進的研究開発・開発体制強靱化事業：
先進的な医療機器・システムや介護・福祉用具等の開発及び感染症対応等の有事に必要となる医療機器の開発を支援

予算額44億円

● 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策実用化研究事業：生活習慣改善のための医療機器等、疾患リスクを評価するツールを開発

予算額0.3億円
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健康・医療戦略（抄）

3.基本方針

3.1.世界最高水準の医療の提供に資する医療分野の研究開発の推進に係る基本方針

（略）

○基礎から実用化までの一貫した研究開発

• 引き続き、AMEDによる支援を中核とした産学官連携による基礎から実用化まで一貫し
た研究開発の推進と成果の実用化を図る。

〇モダリティ等を軸とした統合プロジェクトの推進

• 関係府省や機関が持つエビデンス（研究者等への調査、論文調査、海外動向等）を
分析した上で、重点化する領域等を抽出する。

• 疾患を限定しないモダリティ等の統合プロジェクトに集約することにより、AIなどデジタル技
術の活用を図りつつ、新たな医療技術等を様々な疾患に効果的に展開する。

• 疾患領域に関連した研究開発は、モダリティ等の統合プロジェクトの中で推進するが、プロ
ジェクト間の連携を常時十分に確保し、特定の疾患ごとに柔軟にマネジメントできるように
する。

• 開発目的（予防／診断／治療／予後・QOL）にも着目した、健康長寿社会の形成
に向けた健康寿命延伸という目標のために最適なアプローチを選択する。
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○最先端の研究開発を支える環境の整備

• 産業界も含めた研究開発促進のため、臨床研究拠点病院などの研究基盤、イノベーショ
ン・エコシステム、データ基盤、人材育成、研究開発成果実用化のための審査体制の整備
などの環境整備を推進する。

• 特に、研究開発に資するデータの連携基盤を構築するとともに、利活用しやすい環境を整
備する。

4.具体的施策

4.１.世界最高水準の医療の提供に資する医療分野の研究開発の推進

（１）研究開発の推進

（略）

②医療機器・ヘルスケアプロジェクト

• AI・IoT技術や計測技術、ロボティクス技術等を融合的に活用し、診断・治療の高度化の
ための医療機器・システム*、医療現場のニーズが大きい医療機器や、予防・高齢者の
QOL向上に資する医療機器・ヘルスケアに関する研究開発を行う。また、医療分野以外の
研究者や企業も含め適切に研究開発を行うことができるよう、必要な支援に取り組む。
*医療機器プログラム（治療アプリ等）を含む
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